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核不拡散性

技術力維持

国際貢献

海外の動向

社会受容性
(立地困難性)

第二再処理施設

MOX燃料製造総設

中間貯蔵施段
(5000トン続線}

処分場

政援変更に伴う課題

選択肢の確保
(柔軟性}

フランス
ロシア
中国

現行政策であることから.
0変更に伴う課題はない.

旦弘、

J 

*新規追加項目

キ新規追加項目

SFの蓄積によるプラント
停止リスク構大

原予力一定比率の維持が不明確であ
り、高速炉サイクル{第二再処理〉
の選択肢確保の意義なし

同上

長期的にはなし
但し短期的には対策は必要

2035年度頃までにヵーラス固化体の処
分績が必要.また、 TRU廃棄物の
処分場が必要a

〆ー¥

不要

ガラス固化体と使用務保科の両
方の処分場が必要となる。 ま
た. TRU廃棄物の処分場が必
要.
ただし、福島事故の!o)響により
新たな原子力施震の受容性低
下.

不要.

7古おおTZF晶Fr£廃 i 将来の判断次第

不要
将来の判断次第
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fヘ，ナリオ①全量再処理Jの比較
/由民¥

評価目視点 前回大綱の「シナリ柑全量再処理J I 前回からの惜の藍北 |嗣子力ケース 1 (2田陣 3酬ト 二
小
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福島事故を踏まえ. FBR実証炉も含みさらなる安全性向上が必要
将来の FBRサイクルの安全確保が必要

前
提
条
件
と
し
て
必
要
不
可
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な
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点

安全の確保
-福島事故を踏まえた宜全

確保が必要

技術的成立性
f
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既存のヱネルギー基本計画〈設
備容量686間通り建設が進んだ
場合の設備容量との差分 (68
30=38GW)の発電電力量を恒に全
量天酪ガス火力で{t管した場
合、王器ガス輸入量が柑34田万
t程度増加、輸入量は柏1.5借と
なる.

既存のエネルギー基本計画{設
惜容量.6BGW)通り建設が進んだ
場合の設晴容量と由差分 (68-
10=5BGW)の発電電力量を全量買
掛カース火力で代替した場合、天
鼎ヵ・ス輸入量が柏5100万t程庄

増加、輸入量は柏1.7倍とな
る.

既存のエネルギー基本計画{設備容量
68GW)通り建設が進んだ場合の設惜容l

量との差分 (68-0=6BGW)の発電電力量
を全量天鼎ガス火力で代替した場合、
天龍ガス輸入量が柏6000万t程度増
加.輸入量は約1.9倍となる.

理壇適合性
(櫨理型社会との適合性)

O再処理により資調を回収利用し、廃棄
物量を減らすことを目指す活動は、資
踊探取量や鹿棄物尭生量の抑制、資踊
の再世周や再生利用等からなる宿理型
社会の哲学と整合的である.

再処理により貰踊を回収利用し、鹿棄物量を掘らすことを目指す活動j立、量規採取量や鹿棄物尭生量の抑制、
資踊の再憧用や再生利用等からなる宿理型社会の哲学と整合的である。
他産業においても置理型社会に向けた取組みは加速しており、発電分野においても ζの動きと整合的である.

政

聾
的
意
義

;1 二一一一一一一一一両日jï，;世柑麗索前提.j;i~lill一 一 一一一
空! 日竺 了三~~~.:"'_-e:.:里_ ~~~~~~ . .J 処理した場合、直接処分した場合に比:11民主品zzr死ヱヲ旬以別世| ベて体積で叩吋01程度(面積では的

号ll EU 積J: 1 半分自2/3程度)に抑制される・

1111「亡苦肉じ嗣醗鍋一時7王国研一 一一一一一寸一一一一一一一一1一一前文臨床一 一一 --r- ー一一一一 一一目前王酔京一 一 一 一
岳 約1.4回m'[拍14万m'J 柏720m3【柏7_2汚 m'J 拍3印m'[拍3.6万m'J
点 Ii ※GWで比倒計算 l ※酬で比例計算

r---=直日7レ1最前荘一葉煽一語11一五百 一一 一一一下一一一一一一一r-，商窃日玄関E街 m汀 -T一一一一一 一日清õ~5jfr品一関何百羽一一 一一一一一一
(l.<J1.7云m'J ※酬で師時十算 | ※酬で比例計算

1 1 同廃止措置に伴い発生する廃棄物を含む.

L上----- 一一“ 一一一一Iー一一一ー一一一一ー一一一一一一一一一-~“一一一一一一一ー一一 一」一 一一一一ー一一一一一一“一一-1ー』一一一一一一一“一一 一一一一-一一一一一"…』一一『一一一一一一一一一
10このシナリオでの高レベル放射性廃棄

物〈ガラス固化体}由干年後における

i 高レベル放射性廃棄物| 関野潜在的な有害度を基準として

iの放射能の泡在的な有害度|。持諜7高品増殖炉核融料サイ ル噴

用化されれば、この基準より的1/301こ
できる可能性がある。

!---------------------一一一一一一一 一一 一一寸一一一一一一一-'1一面石州日主主晶画夜「高石およ平苦手玉泊-iiY:T 一一一 一一一一一一一一
惜容量6BGW)通り建設が進ん1三l 惜容量6B唱間通り建設が進んだ
場合の設惜容量との蓋分 (68- 1 場合の誼惜容量との差分 (6B-
30=:J目的の発電電力量を全量王 10=5BGW)町発電電力量を全量王
然ガス火力で代替した場合、 l 然ガス火力で代替した場合、
C02発生量ま拍1.3億t程度増加 C02発生量は柏2.0健t程度地加

卜逼曜化対策のための凹2排 (C目先生量が1990年比で的11%1 (C02発生量削19叩年比で柏17覧
.ft.J+-o+-"Z -Jo!ol....Jo!，<.!I!t"'a でも、ほとんど蓋がない出削減の長期目標の胡確化| 増加i 発生する二酸化鹿素の量 I0 ~(発生しない)\，;~. 1...~rv<;..-=N .. 60..'¥ '199時間2020年 前 日 、鴨川で代替した場合、 | 、石世火力で代替した場合、

25%削揖 C02発生量は2.3憧t程度増加 C02発生量l主主 6偲t程鹿増加
(C02発生量が1990年比で拍21川 (C02発生量が19叩年比で約31覧

増加 増加}
上記のC02排出権を排出権取引l 上記の凹2排出撞を排 権取引

1 により購入する場合、年間閣 により購入する場合‘年間約
2200~41凹憧円の追加費用が必 3400.....63凹億円の追加費用が必

i一一一一一一一-----1一 "ー 一一一一----1一一一一一一一一一-!--~-一一一一一一一」ー豆一一一一一一十一 _L一一一一一一一一一一一
10軽油炉{プルサーマル)核燃料サイク

ルにより、 1勾 2割程度(プルトニウ
ム利用で柏13%、さらに闘収ウラン利
周すると的26%)のウラン資源再利用

j 貰踊の有札官用性 I 劫果がある.
リサイクル さらに、将来、高速増磁炉核燃料ザイ

10クルが実用化古れれば、半永久的な椙

i l 燃料費踊が確保できる可能性がある。

前回と回線

前回と問機

既存のエネルギー基本計画{設惜容量
6BGW)通り盟設が進んだ場合の設惜容l

量との差分 (68-0=68G的の発電電力量
査会量天然ガス火力で代替した場合、
C02発生量は柏2_3億t程産増加 (C02発
生量が1990年比で的20%増加)

、右世火力で代替した唱合、 C02発生
量lま4.2憧t程度増加(C02発生量が
1990年比で柏37弘増加)
上記のC02排出権を排出権取引により
購入する場合、年間的40凹-7400憧円
の追加費用が必要

前回と同様

政
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的
意
義
の
比
較
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を
行
う
視
点

0現在のウラン冊絡の水準の下で
は、直後処分した方が再処理する
よりも桔燃料サイクルコスト[注
発電コスト全体の2-3割

の部分)は拍0.5.....0.7円/kWh
低い.

i 原 子力発電コスト | 約5.2円/酬
J)]1;，，1J，:1tI'@._A. 1" 割 引 率2帖)

「一一 一l 一 一下 一 1.70Pl/kWh (割弓一

うち措燃料サイクルコスト | 約1.6円/酬 I 1.4B円 ん 帆 ( 割 引 率 四) I 1開 IkWh(割引率制) 1 六ケ所再処理数量を割ってお
。 割引率2%) ....u， JI"，，，，，¥.，'I"J"I""t""U-'Uj 1，"" 1I"""¥"，'j::l'9"'-'/UI り、無限サイクJレを想定した試

l一 一一一 し 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 | 一一一一l一一一 一|一一一一…f竺-
_c_____ . 1:六ケ所再処理工場の建註の! 政策宜豆コスト 進展

!一一一一一一一l一一 一一一一一 一十一 一一 一一
参考値)

| 原子力量電コスト+

;一"竺型Z竺 --1-
i政策重豆一計算する際の
前提事項。

L一司一一一 一一 1-----“一一一一一ーー“一一一一一-~ 一句
10第二再処理単価を1/2とした鳩合、サ

イクルコストは1.5円/柵

経清性
[核融料サイクルコスト)

一 ー----. 的正3Pl/k帰属五)ー| 師軒/畑町百雪同町「一石.5両;漏れ割前訂%)一一
割引率3帖/設備車l用率81

(割引率3帖/設備利用率8i o同)'9'-'U/U/ 1l.X.IIIII'l"'JITI"FU ) 割引率3帖 / 設 備 利 用 率8

0帖/稼働年数40年:::~~ .j，o，:c""r.*.tr:;!'*-___ :x I 0砧J
コスト検註小委報告書束十下lコスト検証小委報告書案資| コスト検証小委報告書案 資本

記サイウル唯一一|ー笠宮竺竺てーで|一費等6_8円IkWh

事故コストが顕在化

約5.2円IkWh

E 一一一一一一l 一一 ー一一一一一一一一 一一ーーーー一一一ーー「
約'.3円/k剛容l引率3制 i 約..4阿川州割引率3附 l 伽 5門ん附(臨時3%)
(割引車3%/訟備利用率80%/稼割引率3%/陵備利問稽80%) 割引率3%/段備利用率80%)
働年数40年 コス卜検1，小委報告書案資本費等 l コスト検i，小委報告書案資本費等6.'門
コスト検鉦小委報告書案 6_'円/kWh IkWh 

一一一一 ー一一一 -1__ 1_________1 一一一一一一
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軽璃・産業への審響 *新規追加項目

既存のエネルギ基本計画(設
備容量686刑通り撞設が進んだ
場合の設端容量との差分 (68-
30=386WJの発電電力量を恒に全
量買鵠ガス火力で代替した塙
合、柏1.7兆円相当の国富が海
外に琉出することとなる固燃料
費高幡に伴い電気代が楢加する
と消費への輯響、製造業等の海
外移転により、園内の景気が悪
化する恐れがある固

(一

¥ーノ
既存のエネルギー基本計画(設
備容量686W)通り建設が進んだ
場合の設惜容量との差分 (68-
10=586WJの発電電力量を全量天
龍ガス火力で代替した場合、約
2.6兆円相当の国富が海外に流
出することとなる.燃料費高膿
に伴い電気代が増加すると消費
への影響、製造章等の海外事転
により、圏内の景気が悪化する
恐れがある.

既存のエネルギ基本計画(設惜容量
68叩)通り撞置が進んだ場合の設冊容
量との差分 (68-0=68GWJの発電電力量
を全量王酷ガス火力で代替した場合、
柏3兆円相当の国富が海外!こ斑出する
こととなる。酷料費高揖に伴い置車代
が増加すると消費への影響、製造業等
の海外移転により、囲内の景気が悪化
.する恐れがある.

従業員数[地元)
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韮が国では国際共同作業で合意できる瞳絡な保障措置・植物質防護を開発し大型再処理工場に適用すること、
将来のMOX燃料加工工場についても厳格な保障措置・植物質防護を適用することが期待できることから、再処
理.MOX燃料加工田核不紘散性を高〈維持することは可能であると考えられる。

将来の高連増殖炉システムについては、広範な利用が可能になるよう不純物を多〈向包する再処理・燃料加工
を揮用するなど向在的措不拡散性を増す研究開発が進められている。

平和利用に限定することへの拘束に対する国際理解の増進と核不拡散体制の充実を探索する罫力、技術の改良
改善活動の維持が重要。
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INFCI RC/225/Rev. 5が発行されるなど、園際的に核セキュリティ強化の間向である。

揖原子力により、原子力発電所新置がないので、メ 力 の筏術力結待困酷

技術力維持 キ新盟追加項目

国際貢献 *新規追加項目

• FBR開発時期の握れが想定され6ことから、 FBR研買が遅れ、固陪寅献に王軍
・国際瞳燃料パンク (IA由、 IUEC)が設立される一方、裁が固における『低漕繍ウラン惜蓄対軍事業Jが進めら
れており‘海外の原子力発電所に対する燃料供結保症に活用可能

。ロシア
クローズド燃料サイクルを基本としており、 VVER-440で発生した慣用済燃料は再処理され回収UをRBMKにて世
間。 Puは今佳の高謹炉での利用のため中間貯蔵。 RBMKii'とVVER-1000の憧用車燃科はサイト向に貯躍。
高速炉(原型炉}聞-600は19田年に初臨界となり.現在まで運転中.現在実証炉である剛一8叩を建設中。

O フランス
クローズド燃料サイクルが基本方針であるが再処理量を上回る慣用車僻料Iま再処理工場サイトでプール保
管。再処理に伴うPUは圏内20基の聞Rでプルサーマル利用。
高速炉(実証炉)ス パーフェニックスが1986年より韓働を開始したカ{， 1997年6月田輯漣挙の結果、輔の党を
含む連立政指が発足し、韓の党に譲歩する形で、 1998年ス パーフヱニツクスの恒久運転停止許可政令が発給
された.
現在、ピユ ルに地下研究所が設置をれ.最終担分地は研究所在中心!こ250畑 2巨敏からサイト特定を行い、
2025年の置転開拍を目指している

O 中国
クローズド酷料サイクル路線を推進国再処理パイロットプラントが稼働中で再処理工場.高速炉を盟設予定。

O インド
クローズド融料サイクルを基本路線としており.世用済燃料は再処理される.回収されてU、PUは高速炉で利用
する計画で技術開発中.

・福島事故による斬たな原
子力施設由畳容性悟下
・封応が必要となる自治体
の広域化

「 一一一一 一 一--r一一一一一一一一一一一一“一一一一一寸一一一一一一 ni富蓬京事マ石TCの語訳藍薩藻百Ffii，品夜涌3);証荻蒋E是正乃青豆扇子イr'-唐辛百二重官事百薙存jjf平面雇壱苔

1 02050年度壇家でに相当規模の再a島理施 クルの選択肢確保のため、第二再処理を含む軽水炉サイクル在確立すl り、高亜炉サイクル(第二再処理)の
設が必要。 ることが必要 置択肢確慢の意義なし

10再処理控街、プルトニウム取担い桂術、保守・運転掠術を継承してい
__=~ft_"""'= くためには、六ヶ所再担理に聴く第二再処理も必要

! 草=再処理施設 10第二再処理含む軽水炉サイクル1;:.控術的成立性があるζι 資源白
有効利用による楯環型社会の形成.陣舟場面積を小さ〈出来ること寄
から、高速炉サイクルの実施の如何に関わらず、有効な置択肢である
ため必要個

現 1 ~--..........------一一一 ι 一一一I.....................~::;; 1 r--..........------.--.--.-.--r 一一一l一一一一ー 10 語謹信存可イグルの逗閥段薩標高官品百震前五経存、 1~:東õ5詰壷炉干才i 有王 一一 一-

oo 1 10六ケ所再処理施設の韓働後、早;急こ クルの選択肢確保のため、 MOX鵬料加工を含む軽油炉サイクルをitl
長 120トン/年程度の規模のMOX牒料 立することが必要。
自 MOX酷料製造施設 l 製造施設が必l!，_. ._...._.~_J 10 MOX燃料加工を吉む軽油炉サイクルは、技術的成立性があること、
抽 10また、 2050年度阻までに相当規蝶の叫 l 費調の有効利用による楯理型社会の形成、処分場面積を小さ〈出来る
五 OX燃料製造施践が必要 こと等から、高速炉サイクルの実施の如師に関わらず、有効な選択肢

証|し一一一一一一一 一i一一一一一“一一 一一一l一一一一一 …... .L 主空'51投必pto-- -T一一一-_._-_.-一戸一一一l一一一一一一一一一一一司戸ー
と
な 102050年度頃までにl順次3-6か所が必
る 要。 全量再処理が前提となっている
視 ことから. r中間」貯蔵施設としての
点 位置付けが明磁になっている。

Oフランス
Oロシア
O中国

海外の動向

仏国HLW処分場立地進展あり
韓国の再処理技術瞳得意欲

の高まり
主因にてPU利用方聾(余剰

PUはMOX剥用)を公表

社会畳容性
(立地困難性)

中間貯蔵施設
(5000トン規模)

2050年度頃
中間貯融必要量的1万トン

長期的にはなし

但し短期的には対策は必要

長期的にはなし

但し短期的には対策は必要

L 一一一一一昔一一一一一一一一一 一 一一一一 +ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.，一一一一 一一 一一一一 一一一ー-~一一一ー一一一一一一一一一一一 ____L一 一一 一一一 一一一一一一一一

1 02035年度頃までにガラス固化体の処分

! 処分場 | 場が必要。 また、 TRU廃棄物の処 前固と同樟
分唱が必要。
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O現行政策であることから、政策変更に
伴う課題はない。

政寵車更に伴う課題 SFの蓄積によるプラント
停止リスク増大

前回と同様

置
択
肢
の
確
保
(
将
来
の
不
確
実
性
へ
の
対
応
能
力
)
の
視
点

O現在の技術革新インフラ{人材、桂街、
知識ヘ・目ス)及び量が固が再処理を行うこ
とについての国際的理解が維持されるこ
とから、様々な状忠重化に対応が可能で
ある。
原子力発電の規模が大幅に縮小する場

O合に原子力政置を藍更して対応するに
l立時聞を要する。(※)

選択肢の確慢
(柔軟性)

前回と同様
(直接処分についても平行して研買を進めることで、選択肢として聾しておくことができる)




